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激変緩和措置の基準価格の段階的引き上げについて

　毎々格別のご協力をたまわり誠にありがとうございます。
　さて政府より、現在、激変緩和措置で用いている基準価格（レギュラーガソリンの全国平均小売価格１７０円）を、段階的に引き上げる方針が示されました。

　具体的には、現在の激変緩和措置では、基準価格を超える全額が補助されてきましたが、明１２月からはこの基準価格が、３日から１７２円（＋２円）、１０日から１７４円（＋２円）、１７日から１７５円（＋１円）と、３週間で５円引き上げられることとなります。

　本件につきましては、資源エネルギー庁および公正取引委員会連名による文書が発出【別添】されており、基準価格の引き上げに対してご理解のうえ、引き続き適正価格での販売に取り組むよう要請がなされています。

　また同文書では、「価格カルテルを含む独占禁止法違反と疑われる行為をしないよう、法令順守体制の確認と強化に取り組むこと」が記してあり、さらに灯油についても「適正価格での販売」に加え、供給の偏りや流通に目詰まりが生じないよう「前年同月比同量の注文を基本として欲しい」旨も併せて要請されております。

　組合員各位におかれましては、ぜひ別添文書ご精読のうえ、適正価格での販売と安定供給にご協力たまわりますようお願い申し上げます。
以上


· 上記の措置では、軽油・灯油・重油につきましても同様となります（補助額はガソリンと同額）。
· 資源エネルギー庁による価格モニタリング調査も従来通り実施されます。
